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※『Andante：アンダンテ』とは 

音楽用語で「ゆっくりと歩くくらいの速さで」という意味があります。他者に合わせるのではなく、自分

なりのペースで歩いていきましょう、という意味が込められています。北海道地域自殺予防情報セン

ターでは、皆さんと共に歩いていけるような「Andante」を配信していきたいと考えています。 
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【１】北海道における自殺の現状 

 

◇ 平成 24年 5月末の月別自殺者数(暫定値)[警察庁発表] ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

警察庁より平成 24年 5月末の月別自殺者数の暫定値が発表されました。 

平成 24年 5月の北海道の自殺者数は 111人でした。また、全国の自殺者数は 2,461人、そのう

ち男性は 1,681人、女性は 780人でした。 



以下に、北海道および全国の前月比と前年同月比の自殺者数を示します。 

 

1.平成 24年 5月末と平成 24年 4月末の月別自殺者数の比較 (単位：人) 

                 北海道       総数(全国)      男性(全国)     女性(全国) 

平成 24年 5月      111           2,461           1,681           780 

平成 24年 4月      115           2,413           1,709           704 

増減                -4            +48             -28            +76 

 

平成 24年 5月の自殺者数は、北海道では前月比で減少、全国では増加傾向が見られました。ま

た、都道府県別では、自殺者数が増加したのは 27、減少したのは 20、増減なしは 0でした。 

 

2. 平成 24年 5月末と平成 23年 5月末の月別自殺者数の比較 (単位：人) 

                  北海道       総数(全国)      男性(全国)     女性(全国) 

平成 24年 5月       111        2,461           1,681           780 

平成 23年 5月       151          3,375           2,276          1,099 

増減                -40           -914            -595           -319 

 

前年同月比においては、北海道、全国ともに減少となりました。また、都道府県別でみると、自殺者

数が増加したのは 8、減少したのは 38、増減なしは 1でした。 

 

3. 平成 24年 1月～5月と平成 23年 1月～5月累計自殺者数の比較 (単位：人) 

                       北海道       総数(全国)     男性(全国)   女性(全国) 

平成 24年 1月～5月       535          11,852         8,292        3,560 

平成 23年 1月～5月       571          12,988         8,955        4,033 

増減                     -36           -1,136          -663         -473 

 

前年同期比においては、北海道、全国総数、全国男性、全国女性の全てで減少となりました。ま

た、都道府県別でみると、自殺者数が増加したのは 11、減少したのは 35、増減なしは 1でした。 

 

◇平成 23年における北海道の方面別自殺者数◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

北海道警察自殺統計資料によると、平成 23年道内では 1,437人の方が自殺で亡くなっていま

す。平成 23年は前年と比べて、自殺で亡くなられた方は 96人減少しました。 

北海道警察による方面別の自殺者数を以下に示します。([ ]内は前年比) 

 

                                                (単位：人) 

全道        1,437[-96]    男性：984[-90]    女性：453[ -6] 

札幌方面      880[-37]    男性：609[-40]    女性：271[ +3] 

旭川方面      171[-19]    男性：118[-11]    女性： 53[ -8] 



函館方面      112[-24]    男性： 73[-26]    女性： 39[ +2] 

釧路方面      195[ +2]    男性：130[ -5]    女性： 65[ +7] 

北見方面       79[-18]    男性： 54[ -8]    女性： 25[-10] 

 

方面別の世代別自殺者数を以下に示します。（[ ]内は前年比） 

                                                             (単位：人) 

全道       青少年:184[+15]  中高年:895[-80]  高齢者:351[-34]  不詳:7[+3] 

札幌方面   青少年:118[+12]  中高年:562[-33]  高齢者:193[-21]  不詳:7[+5] 

旭川方面   青少年: 22[ -2]   中高年:108[ -3]   高齢者: 41[-14]  不詳:0[ 0] 

函館方面   青少年: 11[ -8]   中高年: 63[-18]   高齢者: 38[ +3]  不詳:0[-1] 

釧路方面   青少年: 22[+10]  中高年:118[-11]  高齢者: 55[ +4]   不詳:0[-1] 

北見方面   青少年: 11[ +3]   中高年: 44[-15]  高齢者: 24[ -6]   不詳:0[ 0] 

 

平成 23年は釧路方面以外の各方面で自殺者数は減少しました。男女別では、男性はすべての

方面で自殺者数は減少しました。一方、女性は札幌方面、函館方面、釧路方面で自殺者数は増

加しました。 

世代別では、札幌方面と釧路方面の青少年、函館方面と釧路方面の高齢者は増加しました。 

（※各世代は内閣府の定義に基づき、29歳までを青少年、30歳～64歳までを中高年、65歳以上

を高齢者と分類しています。） 
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【２】自殺について知ろう 

 

◇自殺と依存症 2 ～自殺と薬物依存症◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

1.はじめに 

自殺の背景には様々な精神疾患の可能性も考えられ、うつ病以外にも統合失調症やアルコール

依存症、薬物依存症等も含まれています。自殺総合対策大綱においても、うつ病以外の精神疾患

等によるハイリスク者対策の推進が明記されており、うつ病以外の自殺の危険因子である統合失調

症、アルコール依存症、薬物依存症等について、調査研究を推進するとともに、継続的に治療・援

助を行うための体制の整備、自助活動に対する支援等を行うことが記載されています。※1 

 

2.薬物依存と自殺 

薬物依存症は大まかに、覚せい剤によるもの、有機溶剤によるもの(シンナーなど)、大麻類によるも

の、アヘン類によるもの、コカインによるもの、鎮静剤・睡眠剤によるもの、その他の薬物に分けられ

ます。 

依存性物質には、沈静タイプ、覚醒タイプ、幻覚・幻想・妄想の世界に浸るタイプに分けられること

ができます。沈静タイプは激しい離脱症状(禁断症状)の出現の可能性があります。覚醒タイプや幻

覚・幻想・妄想の世界に浸るタイプでは、離脱症状は強くないか、はっきりしませんが、使用の最中



に幻覚や妄想の出現が著しくなる場合があります。沈静タイプには、アルコール、睡眠薬、抗不安

薬、鎮痛薬、モルヒネ、ヘロイン等が入ります。 

覚醒タイプにはコーヒー、覚せい剤、コカイン、MDMA等が入ります。幻覚、幻想、妄想の世界に

浸るタイプには、有機溶剤、ブタンガス、大麻、マジックマッシュルーム、LSD、MDMA等が入りま

す。※2 

覚せい剤などの薬物乱用は思考や抑制力を低下させ衝動的に自殺や犯罪を引き起こす恐れや、

残遺症として抑うつ状態や不眠といった症状が出現すること、大麻やMDMAなどの使用でも、う

つ病や自殺念慮、幻覚妄想といった症状が出現することがあるため、自殺の危険因子となりうること

がいえます。また、向精神薬の乱用によって、自殺衝動を高める危険性があります。ベンゾジアゼ

ピン系薬物には鎮静効果がありますが、一方で気分が高揚したり、攻撃的になることがあります。攻

撃性や衝動性をうまくコントロールできない場合には、攻撃性が自分自身に向いてしまい、自傷行

為や多量服薬などの自殺関連行動に結びついてしまう場合があるのです。向精神薬と向精神薬以

外の薬物の依存や乱用が併存している場合には自殺のリスクをさらに高めてしまうという報告もあり

ます。※3 

また、アルコール・薬物依存症者は対人関係において孤立しやすく、就労の問題など経済的にも

困難な状態に陥りやすい状況にあります。そのため社会的・経済的な問題から自殺に傾く場合も多

いのです。 

 

3. 薬物依存症への支援 

薬物依存症は覚せい剤や大麻などの違法薬物は刑事処分の対象となります。しかし、刑事処分だ

けでは、薬物依存症の解決にはなりません。司法機関でも覚せい剤などの薬物治療のプログラム

の取り組みを行っていますが、社会復帰後に継続して支援を受けることができなければ、再犯にお

よんでしまう可能性は高いままです。また、アルコール・薬物依存症者の多くは、うつ病や不安障害

などの他の精神疾患を抱えている場合があります。 

そのため、薬物依存症の治療や回復において司法機関や医療機関、地域での幅広い理解やケア

が必要なのです。 

依存症への支援機関として、同じ体験をした当事者(本人・家族)同士が集まり、お互いの体験を安

心して語ることが出来る自助グループ、依存症復帰施設などがあります。なお、北海道立精神保健

福祉センターでは、薬物依存相談も行っています。 

 

参考・引用資料 

※1：内閣府「平成 23年版 自殺対策白書」 

※2：北海道地域依存症対策推進委員会，北海道立精神保健福祉センター「地域で支える依存症

からの回復 相談と支援の手引き」 

※3福居顯二 編 (2011)「脳とこころのプライマリケア 8 依存」シナジー 
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【３】お知らせ 



 

◇ 精神保健福祉センターでは、こころの電話相談を次の時間帯で受け付けています。 

月曜日から金曜日                            9：00～21：00 

土曜日曜祝日(12月 29日～1月 3日を除く)        10：00～16：00 

                                Tel：0570-064556 

※ご相談の電話が集中しますとつながりづらい状態になりますが、ご了承ください。 

 

◇ HP・携帯版 HPをご覧ください 

北海道地域自殺予防情報センターの HPを設置しています。最新の北海道の状況を掲載してお

り、より情報を見やすく、分かりやすくなるよう心がけています。 

また、携帯電話で見られる携帯版 HP も設置しています。うつ病や依存症、借金問題についての知

識をはじめ、「死にたい」と相談されたときの対応の方法についての情報を Q＆A形式で紹介して

います。ぜひご覧ください。 

          PC版 HP  URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/jisatutaisaku.htm 

         携帯版 HP  URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/i/joukyou.htm 
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【４】編集後記 

 

6月は晴れて暖かったり、雨で肌寒かったりと寒暖を繰り返しながら、少しずつ初夏の訪れを感じら

れる季節になってきました。季節の変わり目、体調など崩さぬようご自愛ください。 

これからも「Andante」のご愛読を宜しくお願い致します。 

次号 Vol.37は、2012年 7月末に配信予定です。 

 

＊お問い合わせ先＊ 

北海道立精神保健福祉センター 

札幌市白石区本通 16丁目北 6番 34号 

Tel 011-864-7121 

Fax 011-864-9546 

URL http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ hf/sfc/ 

Mail hofuku.seishin1＠pref.hokkaido.lg.jp 

 


